Movement of Labor Forces to Peasant\u27s Enterprises in Southern China : A Case Study on \u27Jinjiang Model\u27 by 石田 浩 & Ishida Hiroshi
華南農村における農民企業の実態と労働力移動 : 
「晋江モデル」における労働力移動調査
著者 石田 浩
雑誌名 關西大學經済論集
巻 46
号 5
ページ 511-544
発行年 1997-01-30
その他のタイトル Movement of Labor Forces to Peasant's
Enterprises in Southern China : A Case Study
on 'Jinjiang Model'
URL http://hdl.handle.net/10112/14088
511 
論文
華南農村における
農民企業の実態と労働力移動
「晋江モデル」における労働力移動調査
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I. はじめに
福建省南部（閤南）が台湾人の故郷であることに関心を抱き，改革・開放
後の1981年から十数回にわたり福建省を訪問し，調査研究に従事してきた。
特に， 1987年から福建省南部の晋江市で農村実態調査を始め，今回で8回を
数える 1)。本地域は，華僑・華人の故郷（僑郷）であり，華僑・華人の送金や
投資により改革・開放後の経済成長は著しく，本地域の郷鎮企業は「晋江モ
デル」と称賛され，その経済発展が脚光を浴びてきた。それゆえ，本地域の
経済開発は在外華僑・華人との関係を抜きにしては語れない。
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しかし，「晋江モデル」の経済発展の特徴は，華僑・華人との結びつきだけ
ではない。経済成長の進展とともに郷鎮企業が雇用する労働力にも大きな影
響を与えつつある。当初，本地域の郷鎮企業は，①華僑・華人の送金（余剰
資金），②農村余剰労働力の存在，③土地改革時に外国へ逃げた南洋（華僑）
地主の空き家，といったように三つ余剰，すなわち「三閑」を利用して農民
企業を創設し，経済発展を遂げてきた丸ところが，経済発展は雇用労働力に
不足をきたし，また本地方の若者は外部に好条件の仕事を求めて出ていき，
根気のいる苦汗労働は外部の労働力（外エ）に依存するようになった。例え
ば，調査地のL鎮では，①若者は最も楽で金儲けに直結する貿易業や小商売，
②履門や石獅などの外地で好条件の仕事に従事し，本地方の単純労働には見
向きもしなくなった。当初，外工は福建省北部の山岳地や江西省の貧困農村
からの出稼ぎが多く，その後，湖南省や安徽省・貴州省・四川省といった各
地からの出稼ぎが増加し，近年では四川省が最多となった。
このような沿海都市への大量の労働力流出（民エ潮）は，出身地の農村で
は郷鎮企業を興す条件がなく，興しても振るわず，また競争によりその多く
が倒産したためである。農民たちは従来と同様に，再び狭い小地片に依存し
て生活するわけにはいかず，自らの労働力を販売すべく沿海地の経済発展地
域を目指して流出してきた3)。また，これまで脚光を浴びてきた「晋江モデル」
の自己資金による私営企業も，①資金繰りや②技術面で香港や台湾といった
外資系企業との競争に太刀打ちできず，近年経営が思わしくない。そこで，
外資系企業と合弁したり，外資を導入したり，あるいは委託生産などにより，
いわゆる「外向型発展」によって維持をはかってきた。
企業調査において農民企業家は経営が困難に陥っている原因として，①資
金と人材の不足，さらに②製品のデザインや色彩・品質といった技術面で香
港や台湾などの外資系企業よりも劣るといった条件を上げた。確かに， 1990
年代初期までは非常に景気がよく儲けたが，現在では従来ほど製品が売れな
くなったという。この点は後述するごと <'L鎖の郷営企業も停滞気味で，
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私営企業は衰退し，経営が比較的よいのは合作企業（中外合資企業）である
といったことからも明らかである。
ところで，今回の調査では，内陸部の若者達がどのようにして本農村地域
の私営企業（農民企業）へ出稼ぎに来たのか。具体的にいえば，外工は夏門
経済特区などの大都市へ出稼ぎに行くのが一般的であるが，なぜ本地域に出
稼ぎに来たのか。どのような情報ネットワークが労働力雇用に介在している
のか。これらの点について解明するべくアンケート調査を実施した4)0
本稿は，このアンケート調査に基づいて沿海地域の私営企業の実態を解明
することを目的としている。さらには，農民が起業した農村の私営企業が今
後一体どこへ行くのか，この点も併せて考察する。
I. 「晋江モデル」と郷鎮企業
1 • 開放政策と「晋江モデル」
晋江市は泉州晋江口三角州経済区と囲頭湾経済区地帯に位置し叫台湾海
峡に面して閻南三角州経済開放区を構成している。本地域は全国でも有名な
「僑郷」（華僑の故郷）であり，晋江人は台湾をはじめ香港やマカオ，東南ア
ジアー帯に分布している6¥
晋江市経済発展の最大要因は，在外華僑・華人からの寄付や援助，送金や
投資に負ってきた点にある。すなわち，晋江は「僑郷」と呼ばれてきたよう
に歴史的に在外華僑・華人との経済ネットワークが密であり，外国送金を資
金にして企業を興し，原料と技術・機械は外国から持ち込み，製品も香港の
親族を通じて輸出するといったことが可能であった。近年では華僑・華人資
本を積極的に導入し，その経済成長は著しい。晋江市は当初から外向型経済
発展を遂げ，委託加工から三資企業（外資との合作企業・合資企業・独資企
業）へと進展し，近年では独資 (100%外資による）企業が急増しつつある。
ここで，まず改革開放後10年間の晋江市の郷鎮企業の特徴を考察してみよ
う。
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第1に， 1978年以降の郷鎮企業の展開を見ると，郷鎖企業は第1表のごと
＜郷営企業・村営企業・聯戸経営企業・個人経営• その他に分類できる。郷
鎮企業は， 1978年には1,141社であったのが， 87年には5,840社となり，翌88
年には一挙に 2万2,645社と約20倍に増加した。そのうち，個人経営が 1万
6,740社で73.9%,聯戸経営が4,564社で20.2%と，集団企業よりも私営企業
が圧倒的多数を占めている。労働力は第2表のごとく， 1978年の 5万1,961人
から87年には21万4,229人となり，農村労働力中に占める割合は15.2%から
50.7%へと急増し，過半数が農外に就業をしている。集団経営の郷営企業と
村営企業とを除くと，他は全て私営企業であり，その割合は非常に高い。企
業数では個人企業が最多であるが，企業数以外の項目では聯戸経営企業の比
重が高い。例えば， 1988年の統計によれば，労働力数では11万545人(51.6%),
第 1表 1978~88年郷鎮企業数の推移（単位：社）
企業の種類 1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 
郷営企業 143 209 237 281 296 290 291 252 241 222 223 
村営企業 998 1225 1496 1663 1641 1267 879 775 611 1357 1127 
聯戸経営企業 (137) (544) 714 2795 3997 4329 4261 4564 
個人企業 (5448) 533 237 16740 
その他 3 24 (546) 
合 計 1141 1434 1733 1944 1936 2271 3968 5581 5418 5840 22645 
出所）晋江市地方志編纂委員会編 r晋江市志（上）J (上海三聯書店, 1994年） p.306より作成。
第 2表 1978年~88年郷鎮企業の労働者数（単位：人）
企業の種類 1978 1979 1980 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 
郷営企業 13022 24780 29997 32671 33673 41681 37824 28978 24779 22302 28103 
村営企業 38939 53236 69522 82412 69538 59577 43660 34677 27385 47671 44372 
聯戸経営企業 (10186) (18940) 21580 79452 96233 113628 107170 110545 
個人企業 (20564) 3512 2154 31209 
その他 133 1486 (16451) 
p ム叶 i 実数 51961 78016 99499 115083 103209 122811 161069 164886 167946 177143 214229 
1% 15.2 27. 7 32.8 28.5 33.2 42.0 42.1 41.5 42.6 50. 7 
出所）前掲「晋江市志（上）J p.148, p.307と「晋江巻」（中国国情叢flー 百県市経済社会調査．中国大百科全苔出
版社,1992年） p.147より作成。
合計欄の％は農村労働力数に対する郷鎖企業労働者数の割合である。
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総収入7億7,018万元 (54.4%),納税額4,129万元 (54.7%),利潤7,829万元
(51.0%), 賃金 1億2,280万元 (48.0%) と，ほぼ全ての項目において過半
数を占めている”。
第2に，この聯戸経営企業とは本稿で考察するところの農民企業であり，
農民達が余剰資金を出し合って興した企業である。その中には華僑・華人資
本も含まれており，出資金に応じた持ち株（股分）で，配当金を分配する。
最近では技術・資金不足から多くの困難を抱え，外資（華人資本）との合営
が多くなりつつある。聯戸経営企業の郷鎮企業に占める位置については既述
したが，その規模は第3表に見られる通りである。 1987年の 1企業当たり労
働者数が25人，資本額6.94万元，総収入13.5万元万，利潤1.24万元， 1人当
たり平均賃金1,337.8元と小規模であり，まさしく農民企業と呼ぶに相応し
し‘゜
第 3表 1981~87年聯戸経営企業の一企業当たり経営規模
項~こ［匹 1981 1982 1983 1984 1985 1986 1987 
労働者数（人） 74 35 30 28 24 26 25 
資本額（万元） 6.95 
総収入（万元） 13.7 8.1 7.6 11.49 11. 74 12.64 13.5 
利潤（万元） 0.99 0.86 1.57 1.31 1.30 1.24 
一人当たり賃金（元） 555.6 739.8 932.4 809.5 1337.8 
出所）前掲 f晋江巻Ip.402より作成。
第3に，郷鎖企業の大部分は服装・靴と帽子・建材業であり， 1987年で郷
鎮企業総生産額の58%を占めている。これに食品・化学・紡織・皮革を加え
ると91.6%に達する。これらの産業は全て労働集約的加工業であり，農村の
安価な労働力を吸引することで発展してきた8)。例えば， 1987年の外国との委
託加工においても， 1,300件の契約中，服装が1,001件，ファスナー90件，プ
ラスチック71,雨傘49件，毛織紡績36件，工芸品36件となっており，服装が
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77%と圧倒的比重を占めている9)0
第 4に，開放政策による外資導入は，委託加工から始まった。第 4表は
1979~88年までの対外委託加工契約数とその委託加工費である。 1979年には
僅か27件であったのが， 86年には3,397件とピークに達し， 88年には1,994件
に減少した。委託加工費は1979年の22万9,600米ドルから86年の687万8,200米
ドルヘと増加し， 88年には318万米ドルに減少した。当初，対外委託加工は急
増したが，第 5表に見られるように1985年頃より三資企業が増加した。すな
わち，外資は委託加工から直接投資を行い中国国内での生産に切り替えるよ
うになったからである。 1988年の統計では，批准された三資企業140社のうち
合資企業50社，合作企業82社，独資企業 (100%外国資本） 8社で計画総投資
額 3億5,981万元，そのうち利用外資が 2億6,652万元 (74.1%) と非常に高
い比率を占めている。実際の投資企業は95社で，そのうち合資企業11社，合
作企業84社で，この段階では独資企業が皆無である。実際の投資額は4,433万
米ドル (1億6,529万元），そのうち利用外資は3,347万米ドル (1億2,451万
第 4表 1979~88年委託加工契約数と委託
加工費収入（単位：万米ドル）
年度
契約数 加工費収入
A B A B 
1979 27 71 22.96 23 
1980 322 278 66.41 66 
1981 635 635 133 138.26 
1982 964 964 183 187.42 
1983 2218 2165 328 335.74 
1984 2656 2813 480 479.94 
1985 3317 3300 290.82 290.82 
1986 3397 3397 687.82 703.69 
1987 1454 1454 604 620.59 
1988 1994 1995 318 318.25 
合計 16984 3114. 01 
出所） Aは前掲 I秤江市志（上）』 p.611,
Bは前掲 I晋江巻，Ipp.135~136より作成。
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第 5表 1982~88年三資企業の推移（単位；社・万元・人）
項 目 1982 1983 1984 1985 1986 1987 1988 
投資件数（累計） 1 1 8 44 53 60 95 
合作企業 1 1 5 36 45 51 84 
合資企業 2 8 8 ， 11 
独資企業
計画総投資額（累計） 40 40 lll 7 .48 5769.88 7066 9692.38 45673 
利用外資 30 30 755.82 4164.17 4892.76 6696.74 35322 
実際の投資額（累計） 40 40 370.20 2217.06 3376.49 4433.21 16528.54 
利用外資 30 30 264 1548.88 2101.29 2642.49 12451.28 
納付税金額 2 2 45.68 235.21 286.51 452.30 704 
屈用労働力 15 15 765 2230 3026 4231 9762 
出所）前掲 r晋江市志（上）I p.613より作成。
元， 75.5%) と，やはり外資の比重が高い1010
2. 郷鎮企業と「外向型発展」
1978年12月の中国共産党第11期三中全会以後から1994年までの15年間に，
晋江市経済は飛躍的に発展し，その原動力となったのは農村工業の発展であ
る。具体的に見ると，総生産額は1978年の30倍となり，経済総合実力は福建
省でトップに位置し，全国農村総合実力100強県（市）のトップでもある。
1994年のGNPは99億元，工農業総生産額は171億元に達し，そのうち工業
総生産額は164億元 (95.9%) である。そして，農民 l人当たり収入は3,358
元と全国平均の1,789.88元を大きく凌駕している 11)。1995年 6月末までに批
准した独資企業は延べ940社に達し，総投資は100.01億元，外資は19億9,500
万ドルである。独資企業は全市の投資項目，投資総額，利用外資総額のそれ
ぞれ49.3%, 62.5%, 72.1%を占めている 12)0
1995年上半期に晋江市が新しく批准した三資企業は129社，総投資額17億
4,947万元，利用外資 1億7,069万ドルとなり，外資企業の累計は1,905社，総
投資額159億9,700万元，契約外資22億1,200万ドルとなった。そのうち第三次
産業は53社，総投資額33億1,600万元，契約外資 3億9,900万ドル，台湾企業
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は129社，総投資額12億3,600万元，契約投資10億9,800万元である 13)0 
一方， 1995年 1期 (1月~5月）のL鎖の郷鎖企業状況は，次のようであ
る14)0 
①本期国税納付額は370万元，地方税納付額は230万元，その他109.28万元，
計709.28万元で， 1994年同期に比して568.82万元の増加となり，増加率は
24.69%である。
②本期に批准された三資企業は 7社で，企業総数は218社となった。実際の
稼働企業は90社で，去年同期の80社に比して12.5%の増加である。また，エ
場稼働率は41.28%である。
③本期の集団企業の登録抹消が130社，新設が 7社（うち 2社はまだ批准さ
ていない）と集団企業の倒産が目立つ。また， 420集団企業中，稼働企業は360
社で稼働率は85.71%と、 60社が稼働していない。職工数は去年同期に比して
20%減少し， 1万8,400人となり，労務雛証（労働許可証）の発行は5,000人
分である。
④本期生産総額の推計値は 5億元で，去年同期に比して3.3億元増で，増加
率51.51%となる。
以上の点を具体的に見たのが，第 6表である。本表を見て奇妙に感じる点
は，企業の内訳である。統計には郷鎮企業として郷営・村営・合作（中外合
資企業）・個人営の 4種類しかなく，聯戸経営企業あるいは私営企業の項目が
ない15)。「晋江モデル」は「蘇南モデル」の集団経済とは異なり，農民が投資
した私営企業が成長して経済発展を遂げてきた。ところが， L鎮企業孵公室
から入手した統計資料は， 4種類の企業統計しかない。しかも，個人企業の
数値が計上されていない。この点を企業雛公室主任に何度も正すと，二つの
理由を上げた。
まず第 1点は，税金についてである。国家エ商行政管理局に企業登記をす
る際，私営企業は集団企業に比して税金が高いため，私営企業とは登記せず
に集団企業と登記したからである。
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第 6表 L鎮郷鎮企業経済指標(1995年 1期）（単位：社・人・万元）
指 標 本期 昨年同期 累計昨年比％ 指 標 本期 昨年同期
1 
合計 445 518 -16.40 
斎i 
合計 320 250 
ヽ
畠数
郷営 6 8 郷営
村営 341 430 村営 140 100 
合作 98 80 合作 180 150 
2 合計 18,400 22,080 -20.00 サ
合計 790 550 
! 郷営 574 880 
I 郷営ビ
村営 14,026 19,000 ス 村営 580 400 
合作 3,800 2,200 
業
合作 210 150 
3 合計 23,000 13,800 +66.67 4 合計 25,000 15,000 
； 郷営 1,154 1,196 開 郷営 1,254 1,300 村営 17,246 11,408 醤 村営 18,746 12,400 合作 4,600 1,196 合作 5,000 1,300 
工
合計 21,853 12,968 +68.51 5 合計 9,000 4,000 
喜贔
郷営 1,117 1,164 
>額
郷営 1,200 880 
村営 16,526 10,908 村営 4,200 3,120 
合作 4,210 896 合作 3,600 
I 数
合計 37 32 +3.13 
郷営 37 32 
村営
合作
出所） L鎖企業孵公室から提供された賓料に基づく。
第 1期とは 1月~5月まで。賓料巾に個体企業の数値はないので項目から外したc
3の総生産額は1990年価格. 4の総生産額は現行価格であり、以下も同様である。
累計昨年比％
+28.00 
+43.64 
+66.67 
+ 125.00 
第2は，改革・開放初期に登記をする際に，資本主義的私営企業は認めら
れず，また政策の変化により私営企業は大きく影響を受け，政治変動があれ
ば資本主義として打倒されるかもしれない。そのため集団企業として登記し，
現在に至ったからである。そして，現在も官庁統計には私営企業はなく，集
団企業として集計されている。もちろん，中外合資などの三資企業であれば，
税制面において各種の特権が与えられるので，その場合には合作の項目に整
理されている。
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それでは，私営企業は統計上どのような名目で処理されているのであろう
か。企業罪公室の応答では，それは村営企業であり，村営企業の95%以上は
私営企業であるという。ということは，第6表を見ると，龍湖鎮の企業数は
445社であり，郷営企業が 6社，村営企業が341社で，うち村営企業の95%が
私営企業というのであるから，私営企業は324社になる。合作企業が98社，個
人企業が皆無であるので，大雑把に見積もっても私営企業は全体の72.8%と
なる。これが「晋江モデル」の実態である。この数値を使って私営企業が全
体でどれほどの比重を占めているのか，推計したのが第7表である。
第7表 L鎮の私営企業の比重（単位：社・人・万元）
~ 郷鎖企業 私営企業 比重％本年 昨年 本年 昨年 本年昨年
1. 企業数 445 518 324 409 72.8 79.0 
2. 企業人数 18,400 22,080 13,325 18,050 72.4 81. 7 
3. 総生産額 23,000 13,800 16,384 10,838 71.2 78.5 
工業総生産額 21,853 12,968 15,700 10,363 71.8 79.9 
施行企業 37 32 ゜゜交通運輸業 320 250 133 95 41.6 38.0 サー ビス業 790 550 551 380 69.7 69.1 
4. 総生産額 25,000 15,000 17,809 11,780 71.2 78.5 
5. 販売総額 9,000 4,000 3,990 2,964 44.3 74.1 
出所） L鎖企業僻公室から提供された第 6表より村営企業の95%を私営企業とし
て単純に算出。
まず，第 6表を見ると，昨年同期に比して企業数が減少している。その最
大の理由は，既述したように福建省で始まった経済開発区が全国に広がり，
競争が激化して経済状況が悪化したためである。特に，香港や台湾などの外
資系企業との競争が激化し，資金繰りが困難となり，太刀打ちできなくなり
つつある。この点を第 6表から見ると，あらゆる点において昨年同期に比し
て本年度に大きく成長しているのは合作企業のみである。また， L鎮郷鎮企
業のうち企業数や企業人数・総生産額において絶対的比重を占めるのは村営
企業である。しかし，第 8表に見られるように， 1994年 1期の合作企業は企
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第 8表 L鎮の合作企業の比重（単位：社・人・万元）
~: 郷鎖企業 合作企業 比重％本年 昨年 本年 昨年 本年昨年
1. 企業数 445 518 98 80 22.0 15.4 
2. 企業人数 18,400 22,080 3,800 2,200 20.7 10.0 
3. 総生産額 23,000 13,800 4,600 1,196 20.0 8.7 
工業総生産額 21,853 12,968 4,210 896 19.3 6.9 
施行企業 37 32 ゜゜交通運輸業 320 250 180 150 56.3 60.0 サービス業 790 550 210 150 26.6 27.3 
4. 総生産額 25,000 15,000 5,000 1,300 20.0 8.7 
5. 販売総額 9,000 4,000 3,600 44.3 
出所）鎮企業孵公室から提供された第 1表より算出。
業数で15.4%,企業人数で10.0%,総生産額で8.7%であるのに対して， 1995
年 1期にはそれぞれ22.0%, 20.7%, 20.0%と成長している。また，合作企
業は輸出販売総額が44.3%と，企業数や企業人数・総生産額の数値に比して，
その占める割合が大きい。すなわち，合作企業は外向型企業であることが分
かる。また，合作企業は他の企業に比して交通運輸業やサービス業で大きな
役割を果たしていることが分かる。
次に，第7表から私営企業の郷鎖企業に占める比重を見ると，昨年度に比
して全体に比重が落ちている。それでも私営企業の企業数・企業人数・総生
産額は 7割以上を占めており，健在ぶりを見せている。本地域における農民
企業（私営企業）の存在の大きさが窺える。ただし，輸出販売総額になると
74.1%から44.3%と急減しており，ここに企業競争力の問題が浮上してくる。
ところで，企業雛公室は1984年に成立し，諮詢（相談）と企業管理を行っ
てきた。相談とは，各企業からの相談を受け付け，困難な問題に対してアド
バイスを行う。その主たる相談は，①経済開発と②製品の品質向上である。
元来，農業が主たる産業であったので，農民企業家の仕事は雑である。が，
ミシンなどの電化が進み，最近は技術が向上した。企業鞘公室の話では， 1980
年代は労働者の多くは本地人（地元出身者）であり，本地方の余剰労働力を
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吸収したが， 1990年代に入ると労働者は四川省・貴州省・安徽省・江西省か
らの出稼ぎが多くなった。現在，湖南省と湖北省からの出稼ぎはまだ少ない。
本地人と外地人との労働者比率は 1対9と，圧倒的に外地人が多い。各企業
は外地人を雇用する際，まず公安派出所に連れて行き，「暫住証Jを発行して
もらい，次に県労働局下部組織である各郷鎖の労務姑へ連れて行き，ここで
は「労務証」を発行してもらう。現在，「暫住証」と「労務証」の発行にそれ
ぞれ40元と60元の計100元を要するが，これは企業側の負担とするかエ員の個
人負担とするかは企業によって異なっている。
II. 農民企業と労働力
晋江市一帯には工業区や開発区が所狭しに設けられ，外国からの小資本を
迎え入れている。泉州市工商行政管理局外商投資企業法人登記広告を見ると，
L鎮内だけでも龍埴工業区や杭辺工業区，古湖工業区，焼灰工業区，晋南開
発区など 5ヵ所の工業区と開発区が設慨されている 16)0
第6表に見られたように， L鎮には郷鎮企業が445社あり，その大部分が私
営企業であるということはすでに述べた。私営企業の大部分は農民の自己資
金と外国からの送金などで興した企業であり，農民企業と呼ばれている。農
民企業で雇用されている労働力の大部分は外地からの出稼ぎ労働力であり，
その実態が一体どのようになっているのであろうか。
今回，調査訪問を快く受け入れてくれたL鎮の私営企業（中外合資を含む）
は5社で，それら企業の概況は次のようである 17)0 
A社（五金電器廠，アンケート調査拒否）
五金電器廠は1987年に父親が興し，現在では三十数オの息子が経営してい
る。この息子の戸籍は当然，農村戸籍であり，農民ということになる。
(1)労働者は13人。以前は23人いたが，現在では少なくなった。国営企業を
定年退職した労働者や四川省や江西省・貴州省からの若者を雇っており，出
124 
華南製村における製民企業の実態と労働力移動（石田） 523 
稼ぎは四川省と江西省が最多である。
(2)拉鍵（ファスナー）機設備を入れ，ファスナーを生産。
(3)製品は当地の企業に出荷。付近にはファアスナーを扱う企業が数社あり，
それらの企業が買い付けに来る。最近は服装工業の経営が悪いので，売れ行
きがよくない。広東省や山東省にも販売している。
B社（塑料模具廠，アンケート調査実施）
1984年に香港人と郷政府とが合作して本工場の経営が始まり，本人も資本
を出して経営を請け負い， 1986年に完全に私営企業となった。当初の資金は
自己資金と銀行借入によった。現在，海外からの資金はない。当時は生産ラ
インが一つしかなかったので，簡単に私営企業に切り換えることができた。
経営者は農民であるが，文化水準は高い。
(1)労働者は67人，うち女エが 7人である。エ員の転職率は非常に高く，平
均 4~5年勤務するが，すぐに転職する者が多い。というのは大体2年ぐら
いで技術が身につき，そうすればすぐに辞めていく。長くて 3年である。当
初の1984年~86年頃は地元の人を雇用していたが，その後，外工を雇用する
ようになった。現在は四川省・安徽省・湖南省・湖北省・貴小"'省・江西省か
らの出稼ぎであり，四川省と安徽省からの出稼ぎ者はこの 3年のことである。
出稼ぎ者は雇ってくれと工場に直接やって来る。一旦，出稼ぎ者を雇うと，
その後彼らが故郷に帰ったときに，故郷の人を連れてきたり，手紙で紹介し
て呼んだりしたため増加した。雁用は大部分このような形式で行っている。
その他に石獅市の職業紹介所を介して来る場合もあるが，これは少ない。
(2)雇用は面接で決める。雇用条件は，①中卒以上で，②健康であること。
この地域の最低賃金は210元であるが，本企業では250元から始まり， 3カ月
毎に昇給する。真面目であればボーナスを出す。技術者は400元でスタートし，
最多収入者は2,000元から3,000元で，技術水準により賃金は異なる。エ員は
工場内の宿舎に住むか，自分で間借りして住む。家賃や電気代は会社が負担
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する。会社には食堂があり， 1日の食費代は 5元であり， 1カ月150元は自己
負担である。
(3)現在，国家が8時間労働規定を設けたため，工場では 3交代制で規則上
8時間労働となっている。ただし，夜間の電気料金が安いので，エ員と相談
して残業をしてもらい，結局は大体12時間労働となり， 1.5倍の給料を支払っ
ている。エ員も遠くから出稼ぎに来ているのでできるだけ稼ぎたいと，喜ん
で働く。その結果，基本給とボーナスで収入は500余元となる。
(4)プラスチックの金型をはじめプラスチック製品，例えば玩具のレゴや電
器スイッチ，プラスチック加工品などを生産。製品は広告（慶門に看板を出
している）とロコミでプラスチック工場が直接に金型を買いに来る。 1993年
に息子が香港に企業を興し，市場を開拓中である。この企業は， 1978年頃に
同村の親戚の者がマカオヘ出国し，その後香港に出たので，その香港の親戚
と連絡をとり一緒に合作して設立した。息子は屡門で3カ月，天津軽工学院
で4カ月，電気について学習をし，電器スイッチを生産している。
(5)村営企業と私営企業との違いは，村営企業に退休金（年金）はあるが，
私営企業にはない点である。現在の最も困難な点は国家の経済政策の変化で
あり，私営企業はそれによって大きく左右されるからであるという。
C社（服装有限公司，アンケート調査拒否）
本地域は歴史的に家内工業としての服装加工業が発展していた。 1985年に
これまでの家内工業から，エ員20人ほどを雇い，服装工芸廠を設立して経営
規模を拡大した。 1990年に自己資金により洋服を生産し， 1993年に現在のエ
場を設立した。工場の敷地は請け負っている責任田と交換した土地である。
資本に外資は参加していない。「雷馬」商標のジャンパーを生産している。エ
場で使用しているミシンは国産の SouthChinaやHunan,SS-555などを利
用している。経営者は農民である。
(1)1993年頃にはすでにエ員が約100余人となり，現在も100余人で，男女比
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は1対lである。女工は未婚で結婚すれば出稼ぎには来ない。男工の方が品
質のよい服を生産する。以前のエ員の出身地は福建省と江西省であり，現在
では江西省・四川省・安徽省・湖南省・貴州省などで，他の企業と同じであ
る。ただ，本工場のエ員は本地人（晋江人）と本省人（福建人）が80~90人
と多いのが特徴でである。福建省出身者は福鼎県と永泰県からである。班長
の一人が福鼎県の出身者であり，親戚や友人が集まったからである。なぜ本
地人と本省人が多いのかは，本地人の方が①能力が高く，②技術がある，③
こちらの文化に馴みがあるというのがその理由である。また，エ員の募集に
招エ（エ員募集）の貼り紙を貼ったり，紹介所を利用したことはない。
(2)工員の雇用条件は，①技術について試験をする。具体的には少し作業さ
せてその能力を見る。②身分証をチェックする。③中卒以上の文化程度。小
学校卒，技術のない者は帯エ（雑務係）として入社する。封工は固定給300元
~400元でスタートし， 2カ月間の見習い修了後に昇給する。エ員の年齢は18
歳~40余歳で，一番古い人で8年間勤務しており，エ員と老板（経営者）と
の関係はよい。エ員は全て計件エ（出来高払いエ）で，給料は平均約800元で
あり，生活費に200元を要する。エ員は工場内の宿舎に住み，部屋代は不要で，
食費は各自自己負担である。
(3)商標の「雷馬」に香港の電話番号が入っているが，香港にいる親戚が代
理人となっている。以前は香港に出荷していたが，現在は100%国内販売であ
る。製品はジャンパーで， 1着の価格は110元~120元である。外商はなく，
全て工場での直接販売である。原料は台湾や日本・韓国から香港経由で布行
（布貿易商）が仕入れたものを購入する。糸とポタンは国内で調達している。
(4)経営者2人の関係は親戚関係にあり，一方の妹がもう一方の妻という関
係である。
D社（玩具有限公司，アンケート調査実施）
玩具有限公司は1988年に秀茂村に創設し，熊の目や鼻など縫いぐるみの部
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品を生産していた。 1990年には香港と合弁して中外合資企業となり，縫いぐ
るみを生産するようになった。秀茂村の時は工場の敷地は5,000面であった
が，交通が不便なので，現在の公路脇に移転した。現在の工場は40畝（約2.67
ヘクタール）で，工場は 2棟ある。 1棟は 6階建てで8,000m',もう 1棟が6,000
m', 宿舎が2,000面で，他に社員食堂がある。
(1)1988年の創業時でエ員数は十数人で，最盛期は300余人いた。現在は約250
人である。内訳は女エが90%で，男工の多くは管理部門とか重量物の運搬に
従事しており， ミシン掛けの男工は少ない。 2階と 3階の工場内のミシンの
多くは上海製で，多種類のミシンが利用されている。 2階で稼働しているミ
シンは55台で， 3階には50台があった。エ員は四川・江西・江蘇（蘇北）・貴
州・湖北・安徽の各省から来ており，江西省が最多で，次に江蘇省である。
江蘇省は昔から多く，福建省内からはあまり来ていない。工場では公にエ員
募集をしたことがない。労働力が足りているわけではないが，募集すると賃
金が高騰するからである。最初，エ員は自分で工場に来て採用された。そし
て，次には里帰りしたエ員が他の人を連れて来る。同様に，同郷人の誰かが
里帰りするならば，全員が帰ることになる。女工は里帰りしても農業には従
事せず，地元の工場に勤めるようである。また，女工はあまり里帰りしない。
せいぜい春節に 1度帰郷するだけである。年1回分の帰省費（交通費）はエ
場が出す。四川省までの往復に1,000余元か必要である言う 18)0
(2)工員は，①中卒以上か，②18~25歳の年齢層を選ぶ。採用したエ員は，
最初の 3カ月間を試用期間として訓練する。大体，この期間でミシンが使え
るようになる。本工場の就労条件は比較的よく，エ員の転職率は低いという。
その一方で，エ員は 3~4カ月で他へ移つり，昔のように 3~4年間いる者
は少ないという返答もあった。給料は出来高払い制で，大体600元前後という。
工員は皆若<' 1日10~12時間は働く。出来高制でない男工は10時間労働で
ある。因みに，工場の入口にはタイム・カードがおいてあった。工場の向か
いに宿舎があり， 8人部屋で部屋代・光熱費は無料である。食事は工場内に
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食堂があり，食費の手当てとして月36元を援助し，本人負担は月に40~50元
になる。賃金の高騰と労働力不足は工場の発展のネックとなっている。とい
うのは安価な労働力がまだ価格競争力の主力となっているからである。
(3)この工場で最も困難な問題は，資金不足である。原材料を購入したらす
ぐ金を支払えと言ってくる。外国では信用で商売できるのに，ここではすぐ
金を払えと言う。まだ製品が売れていないのにもかわらず。三角債もある。
給料や原材料の高騰も大きい。 1990~91年当時は 1カ月の給料が平均して
200~300元であったが，今では500元でも難しい。服装工場の発展に伴い，エ
場によっては1,000~1,300元も払っており，全体の給料水準が上がり，困っ
ている。また，エ員を集めるのも困難になっている。今年は労働力が不足し
ており，労働力輸出も増えており， 2~3万元でシンガポールヘ出稼ぎに行
ったりするエ員もいる。福建省内ではエ員を10人集めるのも難しく，集まっ
てもすぐに帰り，自分の故郷に工場を建てたりする。さらに，競争が激化し
ている。色々な企業が玩具を作るようになった。この工場では競争力強化の
ために品質向上に勤めており，原料のナイロンの質を向上させた。数年前に
は多くの工場が設立されたが，経営不振で倒産している。以前には規模の小
さい服装工場があったが，ほとんどが倒産した。この周辺は全て田畑であっ
たが，現在は工場となっている。食糧はタイからの輸入であり，鰻は広東か
らのものが多い。
(4)製品の市場はドイツであり，国内市場向けはなく，全部輸出用である。
工場を訪問したおり， 1階入口にドナルドダックの人形が山積みされており，
4階のショールームには欧米向けの縫いぐるみ人形や玩具が展示されてい
た。輸出市場は香港にいる董事長（会長）が香港で注文をとり，工場に注文
を発し，ここでは生産に専念する。董事長は本村出身者でしかも同族であり，
1970年代に香港へ移民した。それゆえ，工場は香港との合資となっている。
原材料は主として韓国からの輸入であり，日本からの輸入やアメリカからの
輸入も少しある。原材料は香港側の公司が米ドルで購入し，本工場に輸送し
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ている。オフィスの壁には江蘇省塩城の毛織物企業からの大きな時計入りの
額が飾られており，江蘇省の企業と取引のあることが窺える。
E社（鋳造廠，アンケート調査実施）
経営者は， 1940年生まれの55歳で，上海の国営工場で働いていた工程師で
ある。それゆえ，経営者は都市居民（都市戸籍者）であり，技術を持ってい
る。この点は他の私営企業と少し趣を異にする。経営者の許氏は19歳で大学
入学のため上海に出た。その後は国営の上海重型機器廠で働き， 1982年に体
を壊して帰郷し， 83年に現在の工場を創業した。
工場は総廠と新廠の 2カ所があり，鋳物で模具（金型）を生産している。
総廠は1983年に，新廠は1993年に創業した。工場創設のきっかけは，上海か
ら帰ってきた1983年に県郷鎮企業局に私営企業の創設を依頼されたからであ
る。出資金の約17万元は，銀行から本人の名義での 8万8,000元を借り入れ，
7万元を股分制にして本人が3分の 1の2万元を供出し，残りはエ人や村人
が出した。また，工場の土地2.07畝は生産隊（村民小組）が7,000余元に換算
して出資した。現在は2万元に相当する。毎年，この出資に対して村民小組
組長に配当金を支払っており，組長は人口割りで各農家に分配している。
(1)現在のエ員は総廠に30余人，新廠に40余人の計80人で，そのうち女工は
10数人である。 1983年の創業時は本地人が主であったが，現在では四川省や
貴州省・江西省が主である。エ員の多くは仲間が連れて来たり，ロコミでや
って来る者が多く，職業紹介所を介したことはない。雇用条件は身分証明書
の所持であり，これは18歳以上であれば所持しているからである。昔は生産
大隊が発行する証明書を使ったが，これは偽物が多かった。
(2)技術のない者には仕事をしながら技術を覚えさせる。しかし，技術を習
得すると辞める者が多く，エ員の転職率は高い。これは社会問題ともなって
いる。例えば，出稼ぎ者が求職に来れば，身分証明書を持って派出所と労務
姑へ連れて行き，工場が100元の費用を負担して「暫住証」と「労務証」を発
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行してもらうが，証明書を得るといなくなったりすることが多い。その場合
には派出所に連絡する。一番長く働いているのは工場創業時からの本地人の
青年で，現在，その青年に生産管理の全てを任せている。
(3)電力料金は日中の 8時~11時， 14時~17時， 19時~21時が高く，夜間の
22時～翌朝6時が最も安いため，仕事は 3班に別れ，全て夜中に行う。そこ
で，労働時間帯は21時～翌朝 8時までである。賃金は出来高による。賃金平
均は1,100元で，古参労働者は700元~800元の手当てがあり，班長や組長にも
800元~900元の手当てがある。
(4)工員の宿舎は工場内にあって部屋代は不要である。米飯は食堂で購入す
ることもできるが，食事は各自で用意する。というのは創業当初に食堂はあ
ったが，エ員の出身地が異なり，その結果，味覚が異なり，食習慣が異なる
ため，自分で作った方がよいということになったからである。
IV. 出稼ぎ労働力の就業形態
アンケート調査票の質問項目は26項目ある。インフォーマントにより無記
入の項目も当然ある。調査方法は，まず経営者にインタビューして企業の歴
史や概況，エ員数，出身地，給与体系などを聞き取りをした。その後，アン
ケート調査したい旨を伝え，経営者からOKがでればエ員数に応じて調査票
を手渡した。訪問した企業は 5社であったが， OKの返事をくれたのは 3社
である。しかも，答えたくない質問には記入しなくてもよいという条件で調
査協力を依頼し，調査票を手渡した叫手渡した調査票は合計200枚であるが，
実際に返却された枚数は計145枚であった。例えば，エ員数の多いD社には100
枚のアンケート票を渡したが，返ってきたのは56枚であった。アンケート調
査の内訳は， B社はエ員が67人中，回答者が31人， D社は約250人中，回答者
が56人， E社は約80人中，回答者が58人で，それぞれの回答率は46.3%,22.4 
%, 72.5%であった。
ところで，調査票の記入者がエ員であるのか，企業経営者であるのか，こ
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第 9表 アンケート調査企業の雇用労働力実態（単位：人・％）
: Ii I計 1:i:i率 1既：i: 婚 118~22歳123~~:i:~~9歳 1 その他し、卒 1 中：fl: Iその他
B I 67 I 31I 23I 8 I 46.o I 48.4 I 51.6 I 41.9 I 25.8 19.4 I - I 58.1 I 22.6 I 19.4 
目ご,~:己：［こ且茫〗ご二：；こし旦喜琴已 I~:他
B I - I 32.3 I 6.5 6.5 I - I 25.8 I 25.8 I 16.l I 12.9 I 12.9 I 22.6 I 19.4 
目ここ：丑ミ虹互〗:r~~~;~:~~ 岳芸崖宝［ごご〗孟：三 I,. 臼I□I~~I ド \U
帰省回数
B I 48.4 I 9.7 I 12.9 I 29.o I 54.8 I 12.9 I 12.9 
0回I1回［可i亘以上 1無記入
3.2 ¥ 16.1 12.9 3.2 9.7 54.8 
D 150.0119.6110.7 I 19.6 I 37.5130.4130.41 1.8 I―I l.8I 21.4I 19.6I 10.7 I 46.4 
E 34.5 36.2 8.6 24.1 25.9 17.2 31.0 25.9 - 27.6 13.8 13.8 17.2 27.6 
臼 1日の勤務時間10時間 11時間 12時間 13時間 無記入 I5日3.2 25.8 - 112.9 98.2 1.8 -
1週の勤務時間
5.5日 I6日I6-1日 I1日I無記入
25.8 3.2 
- I 98.2. — 
6.5 
6.9 24 .1 so.a I s.6 I -I -I u 112.41 10.3 
企 1カ月の休日
業 0日 1日 1-2日 2日 2-3日 3日 4日 5 B 8日無記入
B 45.2 - - 6.5 - - 3.2 - 20.9 3.2 
D - 12.5 - 3.6 - 67.9 3.6 - - 1.8 
E 1.7 - 3.4 13.8 3.4 10.3 58.6 6.9 - 1.7 
企 労働条件 給料体系
非常にやや普通悪い転職し無記出来時間固定 I無記入
業良い良い たい入高給給給
B 25.8 19.4 45.2 - - 9.7 25.8 32.3 38.71 3.2 
D 46.4 48.2 5.4 - - - 94.6 - 5.4 -
E 6.9 13.8 50.0 19.0 8.6 10.3 I 3.4 I 84.4 I 8.6 I 3.4 
企 1月の食費
業 I60 I 10 I 80 I 100 I 120 140 150 160 180 200 250 300 400 無記入
B• ―, ― 6.5 19.4 9.7 35.5 19.4 3.2 3.2 
DI 60.7114.3117.913.6 
E - - - 1.7 I 6.9 
3.6 
1.1120.11 - I !.7 l3t.Ol20.7l 3.4 I !.7 I 10.3 
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企 1月の宿舎t'
業 無料 2元 3元 9元 10元 15元 20元 30元 35元 100元 無記入
B 51.6 3.2 9.7 9.7 25.8 
D 87 .5 12.5 
E 36.2 1.7 3.4 I. 7 I. 7 3.4 6.9 36.2 
企 最も困難を感じる点 後どれくらい働つつもりか
習慣 圭ロ号nロ 生活が 娯楽 友達も 仕事 無 社長 個人 退職 酒屋 鋳型 商売 巽業 農業
業 が異 が異 合わな がな 家族も が辛 記 経営 か洋 製造 と
なる なる し） し、 いない し) 入 者 服屋 副業
B 12.9 19.4 6.5 67. 7 3.2 6.5 3.2 12.9 3.2 6.5 3.2 
D 5.4 67 .9 3 6 25.0 5.4 5.4 
E 24.1 13.8 I. 7 22 .4 3.4 32.8 15.5 6.9 3.4 17 .2 10.3 3.4 
企
会計 トラク 工 そ 不明 無
業 ター運 程 の 記
転手 師 他 入
B - 3.2 67. 7 
D -
E 3.4 I. 7 1.7 17 .2 34.5 
出所）調査アンケート票より作成。合計値が合わないのは複数回答があったり，無記入を含めていないからである。
その他の項には無記入が含まれている。 B社で帰省が年 1回と回答した者が 1人いた。
れは薮の中である。書き込まれた字体が同一ではないのが唯一の救いではあ
る。また，調査項目には名前を書く欄がないのにもかかわらず， D社と E社
においてはインフォーマントは自己の名前をも書き込んでいた。また， E社
では作業中に書いたためか，調査票は油で汚れており，しかも全て字体が異
なっていた。 E社についてはエ員自身が記入したのは確実で，非常に信憑性
の高い調査となった。各調査項目について簡単に整理したのが第9表である。
本表に基づいて，本地域の農民企業での出稼ぎ労働者の実態について考察す
る。
1 • 性別・年齢構成・婚姻状況・文化水準
B社：インフォーマントは男エが23人，女エ8人の計31人で， 18~22歳が
13人， 23~29歳8人， 30~39歳4人， 40~49歳3人， 50~59歳2人， 60歳 1
人で， 30歳未満が21人 (67.7%) と多い。既婚者が15人，未婚者が16人で，
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女工の既婚者の割合が75.0%,男工の未婚者は60.9%である。文化水準には
小卒がなく，中卒が18人，高卒が7人，中等専門学校卒 2人，無記入4人と，
中卒が58.1%と最多である。これは経営者の応答と同じである。
D社：男エが8人，女エ37人，無記入11人の計56人で20),18~22歳44人，
23~29歳8人， 30~39歳3人， 40~49歳1人，無記入 1人といったように，
縫製工場であるためか18~22歳の若年層が78.6%を占めている。既婚者は10
人，未婚者は46人と圧倒的に未婚者が多い。特に女工の未婚者の割合は81.8
％と非常に高い。これはミシンを使う縫製女エが多く，彼らの多くが未婚の
出稼ぎ者のためと考えられる。文化水準は小卒12人，中卒36人，高卒8人と，
中卒が過半数を占めている。
E社：男エが47人，女エ9人，無記入2人の計58人で，18~22歳24人，23~29
歳19人， 30~39歳12人， 40~49歳3人と，年齢層が青壮年にまで跨がってい
る。これは鋳造廠が比較的熟練と体力を要するためである。既婚者は25人，
未婚者30人，無記入 3人で，仕事と婚姻との間にあまり相関がない。文化水
準は小学以下3人，小卒18人，中卒23人，高卒11人で，大専が 1人おり，こ
こでも中卒が最多である。
2 • 出身地・故郷で従事していた仕事・家庭の収入源
B社；エ員の出身地は安徽省8人，貴小M省2人，江西省 1人，江蘇省3人，
湖南省4人，浙江省2人，福建省10人（そのうち晋江市は 6人），無記入1人
である。サンプル数が少ないこともあるが，出身地はかなり広範囲に跨がっ
ており， L鎮が沿海地であるとはいえ，内陸各地から農村企業へどのように
して出稼ぎに来たのか，興味を覚える。ただ， B社では他社に比して福建省
の出身者が多く，しかも地元の晋江市出身者が多数を占めており，これが他
の調査項目においても他社との内容を異にしている。エ員が故郷で従事して
いた仕事は，農業が8人，家事5人，副業4人，郷鎖企業4人，新卒 7人，
その他が6人である21)。その他の内訳は，無記入2人，プラスチック工場自
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営・自動車修理工・会計・退職者が各 1人である。家庭の収入源は，農業11
人，副業5人，商売10人，臨時エ7人，その他3人であり，後述のD社やE
社に比較すると多くの職種に跨がっている。その他の内訳は，無記入 1人と
自動車修理工・会計の各給与所得である。
D社：出身地は，安徽省6人，江西省が20人（そのうち南城県が16人），江
蘇省19人（そのうち海安県4人・東台県7人・如泉県7人で，こられの三県
は隣接県である），四川省8人（そのうち大竹県6人），福建省泉州市3人で
ある。故郷での仕事は，農業27人，家事6人，副業2人，郷鎮企業9人，新
卒7人，その他5人（会計1人，無記入4人）と，ここでも農業が非常に多
い。また，郷鎖企業に勤務していた者が9人もいるが，どうして農民企業へ
出稼ぎに来たのであろうか。家庭の収入源は，農業23人，副業27人，商売2
人，臨時エ3人，その他 1人と，故郷での収入は圧倒的に伝統的職種の農業
と副業に負っており，これといった収入源がないのが実情である。
E社；出身地は，四川省が42人（そのうち万県13人・梁平県24人），福建省
8人（そのうち晋江市4人），貴州省5人，湖南省2人，広西省 1人で，四川
省が72.4%と圧倒的に多い。万県と梁平県は四川省東部に位置する隣接県で
あり，既述の大竹県は梁平県の隣接県である。故郷で従事していた職業は，
農業が30人，家事11人，副業5人，郷鎮企業3人，新卒7人，その他2人，
無記入4人で（複数回答4人），その多くは農業に従事しており，郷鎮企業は
僅か3人である。家庭の主要収入源は，農業25人，副業29人，商売3人，臨
時エ8人，その他1人，無記入2人と（複数回答8人），農業と副業が圧倒的
多数を占めており，本地へ出稼ぎに来た理由が窺える。
3 • 仕事の紹介者。誰と一緒に出て来たのか。勤務時期。帰省回数
B社；勤務地の紹介者は，友人10人，親戚。兄弟5人，同村人2人，先に
働いている者6人，地方政府労働服務公司 l人，自分で来た 6人，無記入 1
人であり，多くが身近な者を介して出稼ぎに来ている。誰と一緒に出稼ぎに
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来たのかは，友人15人，親戚・兄弟3人，同村人4人，その他9人で，その
他の内訳は無記入が5人，自分1人で来たが4人である。勤務時期は，無記
入1人， 1985年1人， 90年1人， 91年2人， 93年4人， 94年4人， 95年17人
で，最近勤務した者が多い。帰省回数は，無記入が17人と最多で， 0回が5
人， 1回4人， 2回1人， 3回1人， 4回1人， 5回1人で，年1回と応え
た者が1人いた。無記入の17人の大部分は1995年に勤務した者と考えられる
し， 0回の者は地元出身者と考えられるので，大体1年に 1回帰省している
ことになる。
D社；紹介者は，友人35人，親戚・兄弟8人，同村人5人，先に働いてい
る者5人，募集人が故郷に来た 1人，地方政府の労働服務公司 l人，無記入
1人で，友人が62.5%と非常に高い。一緒に来たのは友人28人，親戚・兄弟
11人，同村人6人，無記入1人で，ここでも身近な者と一緒に来ている。勤
務時期は， 1992年1人， 93年17人， 94年17人， 95年21人と，この 2~3年に
本地へ来た者が多い。帰省回数は，無記入が26人と最多で， 0回が1人， 1 
回12人， 2回1人， 3回4人， 4回2人であり，無記入者は95年に勤務し始
めてまだ帰省していない者とすれば，エ員達は大体1年1回の割で帰省して
いることになる。
E社；紹介者は，友人15人，親戚・兄弟21人，同村人5人，先にここで働
いている者6人，採用者が故郷に来た 1人，自分で来た 4人，その他（夫と
一緒に）が1人，無記入6人となっており（複数回答3人），就職は圧倒的に
身近な人間関係に基づいていることが判る。本地域ヘ一緒に出稼ぎに来たの
は，友人20人，親戚・兄弟21人，同村人5人，その他3人，無記入11人で（複
数回答2人），大部分が顔見知りと一緒に来ている。現在のエ員は， 1986年に
2人， 87年2人， 90年4人， 91年2人， 92年5人， 93年18人， 94年10人， 95
年15人と，やはりこの2~3年に来た者が多い。帰省回数は，無記入が16人，
0回が16人， 1回8人， 2回8人， 3回6人， 4回3人， 5回1人で，無記
入者が結構多いが，1995年に来た者は当然まだ帰省していないであろうから，
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帰省回数は来た年度と相関しており，大体l年1回の帰省であることが判る。
4 • 1日の労働時間・ 1週の勤務日数.1カ月の休日数・労働条件
B社； 1日の労働時間は， 8時間が22人， 10時間 1人， 12時間8人であり，
8時間労働が最多である。一般に農民企業では出来高給や時間給が多く，残
業で所得増加を図ろうとする傾向があるのに対して， B社では 8時間労働が
多いのが特徴である。これは固定給が12人もいることからも納得できる。 8
時間以上勤務するエ員が9人いるが，これは出来高給や時間給と関係してい
る。しかし，一般にエ員の労働時間は 1日8~12時間であり，これは他社と
同じである。 1週の勤務日数は，無記入2人， 5日4人， 5.5日8日， 6日1
人， 7日16人と，ここでは無休のエ員が51.6%を占めている。 1カ月の休日
数は，ゼロが14人， 2日3人， 4日1人， 8日12人，無記入 1人と，無休が
45.2%と週休二日38.7%と両極端に分かれている。労働条件については，非
常に良いが8人，やや良い 6人，普通14人，無記入3人となっている。
D社； 1日の労働時間は，無記入の 1人を除くと， 55人が10時間であり，
1週の勤務日数6日間が55人で， 1人が無記入である。 1カ月の休日数は，
1日が7人， 2日8人， 3日38人， 4日2人，無記入 1人と，休日はたまの
日曜日しかないようである。農民企業では一般に休日は少ない。なぜならば，
農村では停電がしばしばあり，停電になると電動ミシンは動かず，休みとな
るからであり，出来高工にとって日曜日を休みとするわけにはいかないから
である。労働条件は非常に良い26人，やや良い27人，普通3人であり，後述
のE社と大きく異なる。
E社；勤務時間は， 8時間が6人， 10時間 4人， 11時間14人， 12時間29人，
13時間 5人と，大体11~12時間勤務している。 1週間に何日働くかは，無記
入5人， 5.5日1人， 6日42人， 6~7日6人， 7日4人と週休 1日が標準の
ようである。 1月の休みは， 4日が最多で34人おり，これは週休 1日と合点
がいく。労働条件は非常に良い 4人，やや良い 8人，普通29人，悪い11人，
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転職したい 5人，無記入6人と 22),悪いと転職したいの合計が11人もおり，エ
員の本音が出ている。
5 • 給料・給料体系・食費・宿舎費・毎月の仕送りないし貯金
B社；給料は300元1人， 400元2人， 450元3人， 500元8人， 550元1人，
600元6人， 650元1人， 900元1人， 1,000元3人， 2,500元1人， 3,000元2
人，無記入2人であり， 900元以上の 7人は地元の出身者でなく，全て他地域
からの出稼ぎ者である。給与体系は出来高給8人，時間給10人，固定給12人
であり，無記入が 1人で，固定給が多く，職種によって給与体系が異なり，
多岐にわたっている。そのうち食費は150元が2人， 160元6人， 180元3人，
200元11人， 250元6人， 300元l人，無記入2人となっており，経営者の応答
では 1日5元であるから 1月150元となるが，実際はそれより多く， 200元が
最多である。宿舎費は，無料が16人， 9元が1人， 10元3人， 15元が3人，
無回答が8人で，負担している者が7人もいる。そのうち 3人は龍湖鎮出身
者で，残り 4人が安徽省3人と貴小札省1人であるので，部屋を間借りしてシ
ェアーしているのかもしれない。毎月の仕送りないし貯金は，無記入が15人，
ゼロが7人， 200元1人， 300元3人， 500元2人， 2,000元2人， 2,500元1人
で， 3人の高額貯金者がいる。 3人はともに鋳型製造に携わっている技術者
であり，給料も2,500元が1人， 3,000元が2人である。
D社：給料は400元3人， 450元3人， 480元l人， 500元18人， 550元5人，
600元18人， 650元2人， 700元6人であり， 500~600元に集中している。給与
体系は出来高給53人，固定給3人で，大部分は出来高給制である。固定給は
幹部職員に適用され， 500元1人， 600元1人， 700元1人と比較的上位にラン
クされている。食費は， 60元が34人， 70元8人， 80元が10人， 100元2人，無
記入2人であり， 60元が最多であるが，経営者が言う40~50元よりは少し多
い。宿舎費は， 2元が49人，無記入が7人で，光熱費をも含めて宿舎費は無
料との応答であったが，実際は少し負担している。毎月の仕送りないし貯金
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第1D表 給料と仕送りないし貯金との関係（単位；元・人）
給料 B社エ員の仕送りと貯金 D社エ員の仕送りと貯金
（元）
゜200 300 500 2000 2500 無記入 計 40 300 350 400 420 450 500 550 200~ 
300 
300 1 1 
350 
400 2 2 3 
450 2 I 3 3 
480 1 
500 2 1 5 8 2 16 
550 1 I 3 I 1 
600 2 2 2 6 1 4 2 ， 
650 1 1 1 1 
700 I 1 
850 
900 1 1 
1000 2 1 3 
2500 1 1 
3000 1 I 2 
無記入 2 2 
計 7 I 3 2 2 1 15 31 1 3 6 24 I 3 10 2 
給料
E社エ員の仕送りと貯金
600 無記入 計 ゜50 100 150 160 180 200 250 300 無記入 計200~ I I 
300 
300 1 1 2 
350 1 1 2 
400 3 1 5 2 1 8 2 1 20 
450 3 1 I 2 1 5 
480 1 
500 18 2 6 5 3 I 17 
550 5 1 I 2 4 
600 2 18 2 1 3 
650 2 
700 4 6 1 1 
850 1 1 
900 
1000 
2500 
3000 
無記入 2 2 
計 4 2 56 3 4 7 4 1 1 18 8 4 8 58 
出所）調査アンケート票より作成。
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は， 40元が1人， 300元3人， 350元6人， 400元24人， 420元1人， 450元3人，
500元10人， 550元2人， 600元が4人と，仕送りないし貯金は給料の相当部分
を占めている。給料と仕送りないし貯金との関係を表にしたのが第10表であ
る。この表からエ員達は給料の大部分を仕送りないし貯金に当て， 1カ月
100~150元で生活していることが判る。それゆえ，収入の多い者もできるだ
け多くを仕送りや貯金に回しており，内陸部からの出稼ぎ労働の最大の意義
がこの点にあると考えられる。
E社：給料は，無記入2人， 200~300元l人， 300元2人， 350元2人， 400
元20人， 450元5人， 500元17人， 550元4人， 600元3人， 700元1人， 850元
1人と， 400~500元に集中している。給与体系は，出来高給2人，時間給49
人，固定給5人であり，大部分が時間給である。食費は， 100元が 1人， 120
元4人， 140元1人， 150元12人， 180元1人， 200元18人， 250元12人， 300元
2人， 400元1人，無記入6人で，大体150元~200元が必要であり，エ員の食
費負担が大きい。宿舎費は，無料が21人， 3元l人， 15元2人， 20元1人，
30元1人， 35元2人， 100元4人，無記入21人で，無記入のうち食費＋貯金＝
給料という回答が5人おり，この 5人も無料に含まれることになる。宿舎費
100元の 4人は四川省梁平県出身者で共同で部屋を借りているものと考えら
れるが，それにしても金額が大きい過ぎる。毎月の仕送りないし貯金は，ゼ
ロが3人， 50元4人， 100元7人， 150元4人， 160元1人， 180元1人， 200元
18人， 250元8人， 300元4人，無記入8人で， 200~250元が最多である。
6. 最も困難を感じること・予定労働年数・将来何をしたいか
B社：最も困難を感じる点については，複数回答が比較的多かった。順番
に見ると，習慣が異なる 4人，言語が異なる 6人，生活が合わない 2人，娯
楽がない21人，友達も家族もいない 1人，仕事が辛い 2人，無記入 1人であ
る。異郷の地で生活することは多くの困難を伴うが，習慣が異なる・ 言語が
異なる•生活が合わない・友達も家族もいないを合計すると 13人と多い。が，
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最大は娯楽のないことであり，これは他社でも共通している点である。給料
の大部分は仕送りや貯金に回さなければならず，お金をかけて娯楽を楽しむ
ことができず，企業内にも娯楽施設がない。予定労働年数は 2年が2人， 3 
年4人， 5年2人で，後は明確な回答はなかった。将来何をしたいかは，社
長が4人，個人経営者 1人，退職2人，酒屋か洋服屋 1人，鋳型製造 1人，
不明 1人の計10人の回答があった。
D社；最も困難を感じることは，習慣が異なる 3人，言語が異なる38人，
生活が合わない 2人，娯楽がない14人，仕事が辛い 3人，無記入 3人であり，
本企業には福建省泉州市出身者が僅か3人しかいないことから，ほとんどの
の者が地元の間南語を話すことができずに困惑しているようである。次に娯
楽がないとあり，仕事が辛いは僅か3人である。予定労働年数は 1年が18人
(32.1%), 2年19人 (33.9%), 3年6人 (10.7%), 4年13人 (23.2%)で，
女工のみを見ると， 1年が14人(38.9%),2年13人(36.1%),3年5人(13.9
%), 4年4人 (11.1%)と，それほど長期間働く意志は見られない。将来に
ついては全く記入がなかった。
E社；最も困難を感じることは，習慣が異なる14人，言語が異なる 8人，
生活が合わない 1人，娯楽がない13人，友達と家庭がない 2人，仕事が辛い
19人，その他（仕事が合わない） 1人，無記入8人である。 E社は鋳造廠の
ため重労働なのか，仕事が辛い19人，仕事が合わない 1人の計20人が現状に
不満を持っており，前述の労働条件が悪い (11人）と転職したい (5人）か
らも納得がいく。将来の職業については非常に多岐にわたっている。無記入
が最多の20人もいるが，多い職種は商売が10人，農業6人，社長4人，農業
と副業2人，会計2人と，その他にトラクター運転手や独立で事業を興す，
理想の事業を興す，工程師などと，現実と夢を語る両極に分かれている。予
定労働年数は質問を理解してもらえなかったのか，回答が異なる。無記入が
最多で15人おり，最長は2000年12月までが4人おり，今後約5年半働くこと
になる。
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以上がアンケート調査票に基づく，農民企業で就労する出稼ぎ労働者の実
態である。
IV. 結語
以上，考察してきたごとく，「晋江モデル」として脚光を浴びてきた本地域
の郷鎮企業は，内陸農村の出稼ぎ労働力を吸引することで経営を維持してい
る。一方，内陸部では就業機会の少ない若者が沿海地へ出稼ぎに行き，給料
をできるだけ節約して故郷へ仕送りをしたり貯金をして，貧困家庭の収入を
補っている現実がある。このような「民エ潮」の中で各種の社会矛盾が噴出
している。この社会矛盾の発生は，部小平の経済発展戦略，すなわち「先に
豊かになれるものから豊かになり，後で皆が豊かになればよい」という「先
富論」に基づき，まず経済発展の条件を備えている沿海地のみに重点的に投
資が行われ，内陸農村は取り残されてきたことが原因である。
ここでは，近年の「晋江モデル」の実態を簡単に整理して，農民企業の将
来について考えてみたい。既述してきたように，本地域の郷鎮企業は設立時
においてその労働力を地元の余剰労働力に負ってきた。しかし，地域住民（農
民）は経済成長とともに近くの石獅市や経済特区の夏門市や深訓市へより有
利な職業を求めて出て行ったり，仲間と資金を拠出して起業（合股制）する
者や小商売に従事する者が増加した。その結果，労働力に不足を来たし始め
た。そこで，福建省北部や江西省の貧困地域からの出稼ぎ者を雇用し始めた
が，徐々に内陸部からの出稼ぎ者が多くなり，その比率が高くなった。最近
では遠く四川省からの出稼ぎ者が最多となっている。しかも，内陸部からの
労働力移動は，国家の計画下で行われているのでもなく，中央や地方の政府
機関が手配しているわけでもない。圧倒的多数は自分達で求職のために沿海
地へ流出してきた農民であり，その大部分は20歳代前半である。そして，一
旦出稼ぎに来た若者が春節時に里帰りをすると，同郷人を何人か連れて戻っ
て来るといったようにして，芋づる式に内陸部からの出稼ぎ者が増加してき
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たのが実情である。これが現在の「民エ潮」（かつての「盲流」）の現実であ
る。
彼らは内陸農村において働き場所がなく，農業や副業だけでは生活を維持
できないため，言い換えれば内陸農村の貧困が彼らを沿海地へ押し出した。
そして，同一職場内で同郷の者と一緒に労働することによって，言語が異な
り，生活習慣の異なる土地で何とか退しく生活することを可能にしてきた。
しかし，沿海地で蔓延しているカラオケに興じる余裕もなく，娯楽のない日
常生活を送っており，唯一故郷へ送金することが自己の存在意義となってい
る。言い換えれば，現在の沿海地域の発展は内陸部の安価な労働力を吸収す
ることで成り立っており，社会主義市場経済に「社会主義」を冠する理由な
ど全く見られない。初期資本主義社会と同様の社会的混乱が生じており，市
場経済が浸透することによって混乱が収まり，秩序ある発展へ向かうなどと
いう，楽観的な主張は現実社会を見る限り不可能である。そこにあるのは，
熾烈な資本主義社会での競争であり，食うか食われるかである。
一方，「晋江モデル」として発展してきた郷鎮企業は，その大部分が私営企
業であり，農民が投資していることから農民企業であるともいえる。統計上
は村営企業であり，合作して中外合資企業となっている企業もある。当初は
華僑送金や自己資金を投資して起業し，大いに発展してきたが，最近に至っ
ては香港・台湾といった外資系企業との競争が激しくなり，資金と技術の欠
如する農民企業はその経営が行き詰まっている。これを何とか打破しようと，
香港資本との合作により，原材料の入手や技術・市場を確保をしており，多
くの企業が「外向型経済」へ向かっている。確かに，本地域には在外華僑・
華人との結びつきが強く，「華僑・華人ネットワーク」や「華人資本ネットワ
ーク」などと言われる所以である。
今後，このような農民企業が中国経済にどのような位置を占め，どのよう
な役割を果していくのであろうか。言い換えれば，地域経済を発展させ，さ
らには内陸経済までをも発展させることが可能となるのであろうか。国際経
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済の中に組み込まれた沿海地の農民企業は，外資と結びついて国際競争力を
培い，さらに内陸部からの安価な労働力を吸引して生存をはかっている。し
かし，この発展戦略で内陸農村を本当に豊かにすることが可能となるのであ
ろうか。この点につき今後は，出稼ぎ先から出稼ぎ元の内陸農村へと研究の
視点を移し，その実態を調査したいと考える。
注
1) これまでの福建省晋江市での調査研究は．「中国同族村落の社会経済構造研究一福建伝
統農村と同族ネットワークー1(関西大学出版部,1996年）としてまとめたので，参照さ
れたい。
2) 「晋江モデル」については拙稿「僑郷における郷鎖企業の展開とその問題点ー「晋江モ
デル」の実態一」『中国農村の歴史と経済一農村変革の記録一』（関西大学出版部， 1991年）
の第18章と．「晋江巻j(中国国情叢書ー百県市経済社会調査，中国大百科全書出版社,1992 
年） p.31を参照されたい。最近，書籍広告で陸学芸編『晋江模式与農村現代化』（知識出
版社）という本を見つけたが．まだ購入できず未見である。
3)郷鎮企業の倒産は内陸農村だけの特徴ではない。沿海股村の郷鎮企業，特に集団経済の
村営企業でも外資系企業との競争に破れ，経営不振に陥っている。そのため，企業は工場
の土地や建物・機械を身売りしたり，貸し出したりして．①売却金や家賃収入を得たり．
②農民の就業を確保して農村経済を維持しているのが実情である。上海近郊農村の郷鎖
企業も外資と結びつくことで発展（外向型発展）し．製村経済を維持しており，宇野・鶴
見の両氏らのいうような内発的発展は見られない。宇野重昭・鶴見和子編「内発的発展と
外向型発展一現代中国における交錯一』（東京大学， 1994年）と石田浩編著『中国伝統農
村の変革と工業化ー上海近郊漿村調査報告一』（晃洋書房,1996年）を参照されたい。
4)訪問先の企業ではまず簡単な質問を実施し，最後に調査表を見せてアンケート調査の
許可を求めた。しかし．調査票には賃金や労働条件に関する項目も入っており，断る企業
もあった。そこで，企業側にとっての敏感な問題は別に記入しなくてもよいという条件
で．アンケート調査を依頼した。調査対象企業は労働者50~100人規模の農民企業とし．
L鎮企業雛公室から紹介してもらった。結局．労働者に対するアンケート調査を快く許諾
してくれた企業は 3社で．調査票の回収は計145枚（人）であった。なお，今後とも調査
研究は継続していく予定であり， 1996年夏にも調査を実施したが．これはまだ未整理であ
る。そこで， 1995年度の調査データをまとめ，今後の問題点を明らかにするため，取り敢
えず本稿にまとめた。
ところで，本調査は1995年8月に従来の調査研究の一貫として実施したが，総合研究開
発機構 (NIRA)の研究プロジェクト「東アジアの人と社会」から援助を受け，履門大学
144 
華南製村における農民企業の実態と労働力移動（石田） 543 
台湾研究所の雷慧英女史や陳小沖氏をはじめ，華僑大学の荘善裕校長・同華橋研究所の鄭
山玉所長・同研究所の李天錫氏，泉州市帰国華僑聯合会主席の鄭金樹氏からの協力を得
た。調査においては，共同研究者の中田睦子・都通憲三朗の両氏と山田敦君の協力を得た。
記して感謝したい。調査地ではL鎖人民政府や企業罪公室主任の許書波氏と訪問企業の
経営者の方々にも大変お世話になった。また，資料整理に当たっては関西大学大学院生の
泉道子さんの協力を得た。本誌を借りてこれらの方々にお礼を申し上げたい。
5)晋江口三角州経済区とは，晋江の河口である石獅市・晋江市・鯉城区（泉州市区）と南
安県・恵安県の一部郷鎖で構成され，人口は235.9万人，面積1,978.5km'で，それぞれ大行
政区である泉州市の38.9%, 18.2%を占める。「堀起的晋江口三角州」（「泉州晩報J1995 
年8月26日）。
6)拙稿「福建僑郷における郷村建設と経済開発ー福建省晋江市龍湖鎖の華僑援助一」（関
西大学「経済論集』第44巻第 6号， 1995年3月），拙稿「中国伝統社会と華僑・華人ー福
建僑郷における郷村建設ー」（［現代中国』第69号， 1995年7月）を参照されたい。これら
の論文は前掲『中国同族村落の社会経済構造研究jに所収。
7)晋江市地方志編纂委員会編『晋江市志（上）』（上海三聯害店， 1994年） p.307。
8) 9) 10)前掲「晋江巻』 p.401,p.156, p.612。
11) 「泉州晩報』 1995年9月8日。 r中国統計年鑑1995年』 1995年， p.279。
12) 13) 「福小l・I晩報』 1995年8月20日。
14) L鎖企業罪公室より入手した資料。
15) L鎮企業孵公室より入手した資料に個人企業の項目はあるが，個人企業の項目に数値
が全く書き入れられていなので，第6表では個人企業の項目を外した。
16) 『泉小M晩報』 1995年8月27日。
17) ここでは訪問企業名や所在地を明示することは避け， A社~E社で表示した。
18)地図を見ると判明するごとく，福建省泉州市は内陸部から出稼ぎに来るには非常に交
通の便が悪い。福建省晋江市から四川省へ行くには，列車を何度も乗り継いで行かねばな
らず，その切符を購人するのも並大抵ではない。石獅市内を歩いていると，四川省までの
直行バスの看板があった。一体，何日かけて四川省まで帰るのであろうか。しかし，直行
バスは出稼ぎエ員にとって非常に安価な経費で帰省することを可能にする。
19)回収したアンケート票には，記入のない項目や項目により僅かながら複数回答があっ
て集計値がサンプル数と合致しないこともあるが，これはそのままにした。
20) アンケート票に再かれた名前から男性であるか女性であるか，およその判断は可能で
あるが，あえて無記入のままにした。
21)農業・家事・臨時エと牒業・家事・新卒という 2人の複数回答があり，計算が合わない。
以下にも複数回答があるが，全体から見ればあまり大きな影牌がないので，ここでは一々
取り上げないで，そのまま扱うことにする。
22)複数回答が見られる。これは当初記入した項目を消さないまま別の項目をチェックし
ているからであり，エ員達の心理がよく表れている。
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544 闘西大学『経清論集』第46巻第5号 (1997年1月）
23)山岸猛「対外開放後の僑郷の経済発展と大陸外中国系人の経済的作用一福建省晋江市
を中心として一」（共同研究『中国系政治・経済の研究』八千代国際大学国際研究センタ
，ー 1994年12月）を参照されたい。
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